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各位 

2020 年 12 ⽉ 1 ⽇ 

 

「ステトミー電⼦聴診器」を発売 
〜 遠隔医療に向けたサービスプラットフォームの展開 〜 

 

丸⽂株式会社（社⻑︓飯野亨、本社︓東京都中央区、資本⾦︓62 億 1,450 万円、以下 丸⽂）は、遠隔
医療ソリューションを提供する StethoMe sp. z o.o.（本社︓ポーランド、以下 ステトミー社）と⽇本総代理店契
約を締結し、同社が製造する「ステトミー電⼦聴診器」の製造販売をすることになりましたのでお知らせします。 

 2018 年度にオンライン診療が初めて保険適⽤され、本年 4 ⽉には新型コロナウイルスの感染拡⼤を受け、オンライ
ン診療による初診が時限的に容認されました。オンライン診療を含めた遠隔医療の運⽤拡⼤が望まれるなか、情報通
信技術の進歩に合わせたサービスプラットフォームの構築が普及⽅策の⼀つとされています。 

ステトミー電⼦聴診器プラットフォームは、スマートフォンアプリを介して聴診
⾳を転送・記録し、AI 解析プログラムが検出した異常⾳等の情報を付加し
て医師に提供するシステムです。 

 これまで丸⽂では、医療・ヘルスケア分野への取り組みを進めてまいりました
が、ステトミー電⼦聴診器はオンライン診療の拡充に有⽤なデバイスであり、
遠隔医療の推進および普及の⼀助になることを期待しています。⻑年、国内
外の先端技術製品を扱ってきたエレクトロニクス商社として、変⾰する医療・
ヘルスケア分野へ商品やサービスの提供を通して社会に貢献してまいります。 
※1 スマートフォンアプリの仕様やデザインは予告なしに変更される可能性があります。 

 

＜ステトミー電⼦聴診器について＞ 

 ステトミー電⼦聴診器は、ワイヤレスデータ通信機能を備えた電⼦聴診器です。聴診器で取得した聴診⾳データ
は、スマートフォンアプリを介して管理⽤ダッシュボードに転送されるため、医師は遠隔地にいる患者の聴診データを取得
し記録することができます。本システムは AI 聴診⾳解析アルゴリズムを備えており、肺の副雑⾳と呼吸数、⼼雑⾳と⼼
拍数を検出します。※2 患者の聴診⾳と解析結果を履歴として管理することで過去データとの⽐較が容易となり、慢性
的症状の⻑期的なモニタリングに活⽤いただけます。また、医療教育現場での活⽤（遠隔教育等）も期待されます。 
※2 ⼼⾳解析アルゴリズムは現在β版で提供 

医療機器認証番号 302AFBZX00103000 
クラス分類 管理医療機器（クラスⅡ） 
⼀般的名称 電⼦聴診器 
販売名 電⼦聴診器 StethoMe Smart Stethoscope 
販売開始 2021 年初旬を予定 
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＜ステトミー社について＞ 

会社名 ︓ StethoMe sp. z o.o. 
設  ⽴ ︓ 2016 年 
代表者 ︓ Wojciech Radomski (CEO) 
本  社 ︓ ul. Winogrady 18a, Poznań, Poland 
事業内容 ︓ 電⼦聴診器および AI 解析プログラムを開発する医療機器ベンチャー企業。 

遠隔医療ソリューションを提供。ステトミー社の詳細は、https://stethome.com/ をご覧く
ださい。 

 

＜丸⽂株式会社について＞ 

本  社 ︓ 東京都中央区⽇本橋⼤伝⾺町 8-1 
設  ⽴ ︓ 1947 年 
代表者 ︓ 代表取締役社⻑ 飯野亨 
従業員 ︓ 1,324 名（連結︓2020 年 3 ⽉ 31 ⽇現在） 
資本⾦ ︓ 62 億 1,450 万円 
売上⾼ ︓ 2,875 億円（2019 年度連結） 
事業内容 ︓ 集積回路を中⼼とした半導体、電⼦応⽤機器など、国内外の先端エレクトロニクス製品を販

売する商社。東京証券取引所市場第⼀部に上場。（コード番号︓7537） 
第⼆種医療機器製造販売業（許可番号︓13B2X10309） 
医療機器製造業（登録番号︓13BZ201354） 
丸⽂株式会社の詳細は、https://www.marubun.co.jp/ をご覧ください。 

 

ステトミー製品のサービスに関するお問い合わせ先 
丸⽂株式会社 ディオネカンパニー  担当︓藤川、舩渡 

TEL︓03-3639-9650  FAX︓03-5643-4890 
E-mail︓healthtech@marubun.co.jp 

 
このニュースリリースに関するお問い合わせ先 
丸⽂株式会社 経営企画部 担当︓杉村 

TEL: 03-3639-3010  FAX: 03-5644-7693 
E-mail: koho@marubun.co.jp 
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